
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校訓『誠健勤和』

 

 

   

 

 １０日（土）学校祭が行われました。本校を会場に一日日程で開催するのは実に３年ぶりです。ここ２年間は

時期をずらし、文化会館をお借りして合唱コンクールを中心に行ってきました。しかし、今年度は合唱コンクー

ルのほかに、演劇部門、絵画部門、フォトムービー部門、テーマ装飾部門など多様な活動場面を設定し、開催い

たしました。それぞれの部門でオリジナル性に富んだ、創意あふれる活動を見ることができ、改めて西中生徒の

能力の高さを感じ取ることができました。生徒一人一人には限りない可能性が秘められていることを再確認いた

しました。 
 

 現在、全国調査によると、全国的に「自己肯定感」をもてない子どもたちが増えてきている状況にあります。

本校生徒も決して例外ではありません。コロナ禍によって、学校や地域のさまざまな活動が中止や制限されてき

たことも大きな影響を及ぼしているのかもしれません。しかし、コロナ禍もすでに３年。注意しながらできるこ

とも増えてきました。本校の学校祭も同様です。行事によって学ぶことは本当に大きなものがあります。今後も

生徒の主体性が発揮される教育活動を行えるよう教職員一同努力していきたいと思います。 

 また、学校の主体性を尊重して教育活動を展開させていただける、富良野の地域・保護者・教育委員会には感

謝です。 
  

 今年の夏、アメリカのオレゴン州で陸上の世界選手権が開催されました。日本代表は過去最多に並ぶ４個のメ

ダルを獲得。うち３個は、近年表彰台の常連となっている「競歩」でした。大会最終日に行われた男子３５km競

歩では、川野将虎選手が初の銀メダル。１位の選手にはわずか１秒差という大激戦でした。競技終了後、川野選

手は先輩方への感謝を述べました。かつては決して恵まれた環境ではなかった時代から、競歩という競技の歴史

をつくってきたことへの感謝を込めて、川野選手は「今の日本の競歩があるのは歴代の先輩方のおかげ。バトン

をつなげてよかった」と述べました。歩みを止めずに前進し続けた結果が今年の結果に表れたといえるのではな

いでしょうか。 
 

 本校の合唱コンクールも同じではないかと思います。今年度は同時期に教育実習も行われていました。本校を

卒業し、教師を目指している３名の先輩が各学年に配属し、生徒と共に活動を行っていました。先輩として伝統

の合唱コンクールの体験を語ってくれたのもよかったように思います。外部審査員の水野先生は、こうおっしゃ

っていました。「西中の合唱は心をゆさぶられるものがある。でも今年の合唱は、今年の努力だけでできるもの

ではなく、コロナ禍にあっても合唱コンクールだけは持続させてきた西中の取組の成果です」と。 
 

 合唱コンクールのバトンは脈々と生徒たちの手から手へとつながっています。学校祭当日は、感慨深い一日を

過ごすことができました。  

    

  

校 長 中 川 季 賢 

実り多き学校祭 

 

 

富良野西中学校 

《学校だより》 

令和４年９月３０日 

９月号 

 

－「全国学力・学習状況調査」結果の分析から － 
 ４月１９日に実施された全国学力・学習状況調査について、結果から以下の通りに分析しました。この分析を受け、

学校と家庭、地域で連携しながら一体となって改善を図りたいと考えております。よろしくお願いいたします。 

【学力調査から】 

（成果）○全教科（国語、数学、理科）、全国平均正答率を上回った。 

○助動詞の働きについて理解し、目的に応じて使う問題の正答率が高い。（国語） 

○事象や行為、心情を表す語句について理解している。（国語） 

○漢字の行書の書き方・行書に調和した仮名の書き方を問う問題の正答率が高い。（国語） 

○知識・技能の問題や、短答式の問題はよく解けている。（数学） 

○多数回の試行によって得られる確率の意味を多くの生徒が理解している。（数学） 

○観点別正答率から、思考力が身についてきている。（理科） 

○「生命」の領域の問題がよくできていた。（理科） 

○化学式のモデルを見ながら、化学反応式を表現することができる割合が多い。（理科） 

（課題）●自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫して話す問題の正答率が低い。（国語） 

●場面と場面、場面と描写などを結びつけて内容を理解する問題の正答率が低い。（国語） 

●行書の特徴を理解する問題の正答率が低い。（国語） 

●記述式問題の正答率が低い。（国語、数学） 

●思考・判断・表現の問題の正答率が低い。（国語） 

●「エネルギー」、「粒子」、「地球」の領域の正当率が低い。（理科） 

●データやスケッチなどから必要な情報を抜き取り、表現することを苦手としている。（理科） 

●問題を読んで必要とされている答えを見つけ出すことを苦手としている生徒が多い。（理科） 

【学習調査から】 

（成果）○思いやりの心をもっている。 

○ＩＣＴを学習ツールとして有効活用した授業形態が確立されてきている。 

（課題）●自己肯定感が下がっている。 

●地域について考えている割合が下がっている。 

●家庭学習や読書の時間が短く、ゲームやＳＮＳに費やしている時間が長い。 

【調査から明らかになった重点課題】「読解力の向上」、「自己肯定感の向上」 

【課題解決に向けた策】 

（読解力の向上） 

・本に触れる機会をさらに増やす → 「朝図書室」の時間を設ける。 

・問題を正確に読み取り、自分の考えを伝える力、説明する力を養う → 各教科を通して学校全体で行う。 

・家庭学習や読書時間が少ない → 家庭との連携。家庭での過ごし方を振り返る機会をつくる。 

（自己肯定感の向上） 

・生徒が「挑戦心」をもち、「達成感」を味わう → 学校行事や学年行事、委員会活動等で生徒が主体となる

機会を保障し、協働的な取組を増やす。 

     

 

 

 

 

 

 

ＣＳ協議会より（前期学校評価等） 
 ９月８日（木）に今年度２回目のＣＳ協議会を行いました。協議会では、前期学校評価へのご意見や学校祭、

生徒の学校生活における安全面等について話し合われました。内容は以下の通りです。これからもＣＳ協議会等

を通して、生徒のために地域の皆様と知恵を出し合いながら改善していきたいと思います。 

１ 前期学校評価への質問、ご意見 

 ・読書習慣の確立 → 「朝図書室」の活用（１日１クラスずつ、朝読書から朝の会まで図書室で行う）。 

 ・いじめＺＥＲＯ → 教育相談やアンケートを活用しながら「いじめは絶対に許されない」ことの共通理解。 

２ 情報交流 

 ・自転車の乗り方 → ・原則車道走行、交通状況等により例外として歩道走行可能な場合もある。 

           ・総じて安全に留意して乗っているが、新空知橋付近で並列走行が見られる。 

 ・子ども１１０番の家 → 登下校ルート中の「子ども１１０番の家」について把握しておくとよい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月の西中 
ZERO運動月別目標 
「何事にもベストを尽くそう」 

月別 保健目標 
「応急処置を覚えよう！」 

１０月２４日（月）から教育相談がはじまります。是非、この時間を活用してください。

決して一人で悩み事を抱えることのないようにしてほしいと思います。 

 

  

－ 後期生徒会役員決定 － 
9 月２１日（水）に後期生徒会役員立会演説会及び選挙が行われました。責任者の演説は、前日までのお昼の

放送を活用し、立候補者の演説は、当日の６校時に全校生徒の前で行いました。全ての候補者が生徒会活動への

熱い思いと意欲を語っていました。投票後、即日開票され、以下の生徒が後期役員として選出されました。認証

式は１０月３日（月）に行う予定です。 

よりよい学校生活を築くためには生徒会役員を中心としながら２２１名の生徒全員で知恵を出し合い主体的

に生徒会活動を行うことが大切です。さらなる西中の発展のため、皆さんで頑張りましょう。 

最後に前期生徒会役員の皆さんにおいては、体育大会や学校祭などに対し、全員で協力して素晴らしい行事を

創り出しました。大変、お疲れ様でした。 

 

役職（書記局） 氏 名 役職（常任委員長） 氏 名 

会  長 田中虎之介 さん （２－１） 生活常任委員長 下村  昊 さん （２－１） 

副 会 長 西山 芽奈 さん （２－１） 文化常任委員長 水口 真里 さん （２－２） 

副 会 長 入交 初音 さん （１－２） 保体常任委員長 大野 空穏 さん （２－１） 

書 記 長 伊藤 彩心 さん （２－１） 報道常任委員長 上坂 夏穂 さん （２－２） 

書記次長 吉田 ゆい さん （１－２）  

 

 

会 計 長 髙田  怜 さん （２－１） 

会計次長 熊川紗央里 さん （１－２） 

 

大 
会 
結 
果 

 

【ソフトテニス部】富良野沿線中学生インドアソフトテニス大会 優勝 
 
【卓球部】紅葉杯争奪卓球大会  中学女子シングルス 優勝 松谷 未結 さん 

               〃    準優勝 城座 奈月 さん 

〃     ３位 田中 夕蘭 さん、宇野 綾華 さん 

中学女子ダブルス  優勝 田中夕蘭・吉田ゆい 組 

                    〃    準優勝 松谷未結・宇野綾華 組 

感動!!愛と涙の第72回学校祭 
９月１０日（土）、第７２回学校祭が開催されました。今年度

は３年ぶりに富良野西中学校体育館で合唱と演劇をメインにしな

がら行いました。どの学級・学年の合唱も演劇も素晴らしい出来

で、会場に来ていた皆様から「感動しました。」という言葉をい

ただく程でした。また、生徒会による開会式の企画、窓や階段、

廊下の装飾、学級ごとの絵画やフォトムービーの作成等、部門に

分かれて多くのことに挑戦し、生徒は大きな達成感を得ることが

できました。 

感染症の状況は、まだ予断を許しませんが、学校は、これから

も各行事の目的を鑑みながら工夫した取組を実現していきたいと

思います。 

 

「朝図書室」開始～読書習慣向上を図る～ 

「読解力向上」、諸調査から本校の課題の一つであることがわかり、今年度

から再び朝読書の時間を設けました。さらに、身近に本がある環境をつくろ

うと、９月１４日（水）から１日１クラスずつ朝の時間を図書室で過ごす「朝

図書室」を開始しました。生徒自身が興味をもっている本を手に取り、真剣

に読んでいる姿が見られました。本には一人一人の見識を広げる魅力が詰ま

っています。「読書の秋」です。たくさんの本に触れてほしいと思います。 

１－２ 合唱（最優秀賞） 

２－１ 合唱（最優秀賞） 

３－１ 合唱（最優秀賞） 

１－１ 合唱 

２－２ 合唱 

３－２ 合唱 

１年 劇 

２年 劇 

３年 劇 

1 (土) 吹奏楽部定期演奏会 7 (金) 常任委員会　英検一次 18 (火) 身体計測（１年）
3 (月) 後期役員認証式 12 (水) 生徒総会（13:15下校） 19 (水) 富良野市音楽発表会

職員会議（13:50下校） 富良野市総合教育研究大会 （３年生と吹奏楽部が出演）
4 (火) 常任委員会 13 (木) 学力テスト（３年総合B） 20 (木) 身体計測（3年）
5 (水) 上教研南部地区研究大会 14 (金) 身体計測（２年） 21 (金) 漢検

（13:30下校） 17 (月) 校内研修（13:50下校） 24 (月) 教育相談（全学年、～28日）
6 (木) 富良野高校体験入学 18 (火) 職業体験学習（２年） 31 (月) 進路説明会（３年）


